
2018年度神奈川、静岡、⼭梨３県のサーベイランス調査結果

解 説

1. 60例のプリオン病及びプリオン病疑いのサーベイランス調査を行い、12
例のプリオン病を報告した。

2. 病型別にみると孤発性CJD 8例( 67％)、遺伝性プリオン病 4例
(33％)であった。

3. 遺伝性CJDでは、E200K遺伝性CJDが3例と発症がおおかった。

研究分担者：横浜市立大学大学院医学研究科 神経内科学・脳卒中医学 田中 章景
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平成30年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果


